
第2期尾道市まち・ひと・しごと創生総合戦略
① 地方創生とは

尾道市の人口は、若い女性の転出が多
いことなどを要因として、減少傾向に
あります。

② 尾道市の人口

③ 尾道市の「目指すべき将来」

Society5.0・スマートシティの推進
Society5.0の新たな社会は、IoT（Internet of Things）やAI（人
工知能）など未来技術を活用することで、地域が抱える課題を
解決するだけでなく、今までにない新たな価値を生み出し、地
域の魅力を向上させることができる社会です。Society5.0の先
行的な社会実装の場として、スマートシティを推進します。

持続可能な開発目標（SDGs）
持続可能な開発目標である SDGsは、令和12年（2030年）
までに豊かで活力のある「誰一人取り残さない」持続可能な
社会を実現するための国際的な目標です。「すべての人に健康
と福祉を」、「働きがいも、経済成長も」などの17の目標と、
これを達成するための169のターゲットが掲げられています。

地域循環共生圏
地域循環共生圏は、各地域が美しい自然景観等の地域資源を
最大限活用しながら自立・分散型の社会を形成しつつ、地域
の特性に応じて資源を補完し、支え合うことにより、地域の
活力が最大限に発揮されることを目指す考え方です。
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⑤ 取組を加速させるために 期尾道市まち・ひと・しごと創生総合戦略期尾道市まち・ひと・しごと創生総合戦略
概要版

人口減少に適応した地域をつくり人口減少に適応した地域をつくり人口減少に適応した地域をつくり、、、

将来にわたって「活力ある地域社会」の実現

「東京圏への一極集中」の是正

地域の外から
稼ぐ力を高めるとともに、
地域内経済循環を
実現する

人口減少に
適応した
地域をつくる

人口減少を和らげる
結婚・出産・子育ての希望をかなえる

魅力を育み、ひとが集う

日常の買い物や医療など、地域住民の
生活に不可欠な生活サービス、まちと
しての機能の維持・確保が困難になる
おそれがあります。

「目指すべき将来」
の実現に向けて
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多様な人材の活躍の推進や、IoT等の未来技術の活用による地域における
「Society5.0 の推進」、さらには「持続可能な開発目標（SDGs）」
や「地域循環共生圏」の理念に沿った地方創生の取組を一層充実させ
ることで、持続可能なまちづくりを進めていきます。

国の地方創生の
目指すべき将来

このまま人口が
減り続けたら・・・

新しい時代の流れを
力にすることが必要です。

日常の買い物や医療など、地域住民の
生活に不可欠な生活サービス、まちと
しての機能の維持・確保が困難になる
おそれがあります。
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基本目標

4
基本目標

● 若い世代の就労、結婚、出産、子育て環境の整備 
● 子育て世代、若者を中心とした生産年齢人口の流入促進及び転出の抑制 
● 関係人口の拡大等による地域活性化と移住・定住の促進 
● 新しい時代の流れを活用したまちづくりの推進 

安心して子どもを産み育てられる環境を整備する尾道の強みを活かし、安定したしごとの場と活力を創出する

誰もが安全・安心に暮らせるまちづくりに取り組む尾道の魅力を活かして人々をひきつけるまちの仕組みを構築する

取組に向けての
４つの視点

持続的で活力ある
産業があふれている

活力ある産業づくり

観光産業の収益性が
高まっている

観光のさらなる活性化

誰もが働きやすい
雇用環境が形成されている

働き方改革

尾道市在住者が継続して
住み続けている

転出の抑制

尾道の魅力にひかれ、
多くの人が移住している

移住・Uターン等の拡大

尾道につながる人との
関係が緊密になっている

関係人口の拡大

生活基盤の充実により、賑わい
と利便性が確保されている

生活を支える各種機能の確保

希望する人が結婚できるよう
サポートが充実している

出会い・結婚の支援

地域のコミュニティ機能が
維持され、活動が活発である

コミュニティ活動の活性化

希望する人が出産できるよう
サポートが充実している

妊娠・出産の支援

地域の防災体制が整備され、
誰もが安心して生活している

防災対策

子育て世代が安心して生活
できる

子育て支援

地域で生活し続けられる保健・
医療・福祉体制が構築されている

保健・医療・福祉の充実

④「目指すべき将来」の実現に向けた取組
 〈尾道市まち・ひと・しごと創生総合戦略〉

男女の出会いの機会創出
新婚生活の支援

妊娠期から出産・子育て期にわたる包括的支援体制の充実

安心して出産できる保健医療体制の充実
妊娠に関する支援の充実

保育・幼児教育のサービスの充実

夢と志を抱き、グローバル社会を生き抜く子どもの育成
子育て世代の住居確保支援

ワーク・ライフ・バランスの実現【再掲】

医療費等経済的負担の軽減

食育の推進

妊娠期から出産・子育て期にわたる包括的支援体制の充実【再掲】

生活基盤機能の維持・充実
地域公共交通の確保・維持

地域包括ケアシステムの充実
健康寿命の延伸

医療提供体制の充実

まちづくりに関する情報共有体制の充実

まちづくり活動を支援する環境整備の促進
主体的にまちづくりに関わる人材育成の推進

地域防災力の向上
防災体制の強化

市民一人ひとりの防災力の向上

就業機会の創出

地域への愛着・誇りを持てる教育の充実

住民ニーズに対応した住環境の整備

尾道ファンの組織化

関係人口の活用

交流イベント等の充実

誰もが働きやすい環境の形成

ワーク・ライフ・バランスの実現

地場産業の育成・強化

創業支援・企業誘致

産業の担い手の確保・育成

農林水産業の収益力向上

観光の受入環境の充実

戦略的な観光情報発信の実施

観光プロダクツの多様化

基本目標

1

基本目標

2

〈尾道市の「目指すべき将来」〉
市民が豊かな生活を送ることができるよう、
人口減少に適応した地域をつくり、
将来にわたって「活力ある地域社会」の実現を目指します。

持続可能な開発目標（SDGs） 地域循環共生圏Society5.0・スマートシティの推進

移住相談体制の充実

戦略的なシティプロモーションの実施

店舗・事務所・住宅の流動化促進

小中高大を通じた教育力の充実

これらの視点を基に、
４つの基本目標を設定しています。

〈 新 し い 時 代 の 流 れ 〉

尾道の強みを活かし、安定したしごとの場と活力を創出する

ワーク・ライフ・バランスの実現

安心して子どもを産み育てられる環境を整備する


